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暑さが厳しく

なって来ました

が、患者の皆様

にはお変わりあ

りませんか。い

つも当院をご利

用いただき、職

員一同とても嬉

しく思っており

ます。当院は地

域住民の皆様の医療上のニーズにお応えするた

め、日々一丸となって努力しております。国際

的にも定着している「患者様の権利」を病院と

して守り、皆様の診療の場で実現するため、私

どもは四つの視点から取り組んでおります。

良質な医療の提供

まず第一に「良質な医療の提供」です。医療

は安全で、しかも病気に対してわが国で最新、

最高の内容を持って提供されることが必要です。

そのために、院内での各種の委員会活動はもと

より、各職員が学会や研修会の場で絶えず自己

研鑽に努めています。診断や治療に磨き上げら

れた技と判断とをモットーに工夫を重ねていま

す。その上で多くの領域の専門家や部門が密接

に連携し結集して、終局的にはお一人の患者様

にとって最も適切な形に総合、集約された医療

を提供するように心掛けています。

暖かい心遣い

第二には「暖かい心遣い」の徹底です。この

病院を選ばれた患者様は単に高い水準の医術だ

けでなく、社保中に来て良かった、と感じてい

ただける行き届いた配慮と暖かい接遇を受ける
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権利をお持ちです。患者様のご疑問やお気付き

の点を丁寧にお聴きし、判りやすい言葉で説明

すること、また手術などの節目となる診療は患

者様方がよく理解し納得された上で決定し、あ

るいは選択していただけることが当院の大きな

使命であると考えて居ります。

地域診療所との連携

第三の取り組みは「地域診療所との連携」で

す。地域の皆様が医療環境に安心して身をおい

ていただくためには、病院と地域の診療所やか

かりつけ医との密接な提携が欠かせません。当

院は患者様方が地域のかかりつけ医をおもちに

なることをお勧めしています。その上で当院を

受診されるに相応しい患者様を診療所からご紹

介いただき、あるいは逆に当院から診療所へご

紹介し、病院と地域の先生方とが患者様のデー

タを共有しつつ連携して医療を提供するシステ

ムを組みたいと考えております。

健診と地域保健活動への貢献

そして第四の課題は「健診と地域保健活動へ

の貢献」です。当院では健康管理センターでの

健診を通じて、住民の方々の健康を維持するこ

とを目的とした、疾病の予防や早期発見のため

の活動にも力を入れております。また救急車の

受け入れや災害時の後方支援病院としての機能

など、行政にも協力しつつ地域住民の健康増進

や安全にも地域医療の立場で貢献しています。

当院はこれらの活動を通じて、病気を克服し

健康な生活を送るという地域住民の方々の基本

的権利を、医療の立場で守るべく日々微力を尽

くしているのです。


